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1. 第１財の価格を p1、第２財の価格を p2とする。

消費者１の最大化問題を解く。所得は p2。以下ではラグランジェ乗数法を用いるが、答
えさえ正しければ、限界代替率＝価格比でもなんでもよい。
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2. 消費者１だけやれば、消費者２は１番と同じなので (4),(5)が成立していることに注意。
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3. (a) u1が真実のとき
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(b) u1が真実のとき
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(c) u1が真実のとき、(a)の表より、相手が何を表明しようが、u1を表明したときが常
に大きい。u1が真実のとき、(b)の表で 4/87 < 1/9より、相手が何を表明しようが
u1を表明したときが常に大きい。




